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下総精神医療センター１０病棟図面
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薬物依存

薬物事犯で逮捕

ギャンブル依存

アルコール依存

その背景には・・・

知的障害

精神疾患

自己存在の否定

人格障害

家庭崩壊 失業・退学

性虐待

不登校

生きづらさ

発達障害

引きこもり
学歴コンプ
レックス

貧困

虚栄心 孤独・寂しさ

放火魔

買物依存

欲求・渇望

社会不適応

仕事が続かない

依存症者のかか
えている問題は
多種多様

条件反射制御法
でなくすことがで

きる

PTSD

盗癖 露出狂

不良グループ

規則正しく生活できない

ストレス

自暴自棄
いじめ・体罰
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日本の薬物犯罪の動向

日本の覚醒剤事犯者の94.7%は自己使用等事犯である。
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刑事司法手続は薬物依存症者を
治療機関につなぐチャンス

少しでも自分の刑を軽くしたいという気持ちに
働きかける。

↓
病識がなく否認している薬物依存症者に

薬物依存症回復プログラムに参加しても

らう道筋を裁判段階から設定する。
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取締り処分側機関と援助側機関の連携

取締り処分側機関（警察、検察、刑務所、保護観察所）

強制力有→忌避性、援助側に関わる強制をしなければいけない。

援助側機関（病院、ダルク）

強制力無→接近性、刑事司法手続に関わる勧奨をしなければいけない
治療希望者を通報してはならない
乱用の可能性のある者には取締処分側者と関わることを勧奨すべき




